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令和元年度 有備館秋季企画展

『川渡温泉絵図』

『奥之細道図』（京都国立博物館蔵）

 出羽街道中山越（尿前坂登口）

出羽街道の旧道をあるこう!
［第１回］10月11日金  ［第２回］10月30日水
定　員：各回20名（要事前申込・応募多数の場合は抽選）
参加費：300円（保険料・資料代）
申　込：9月30日（月）まで文化財課へ電話で申込
行　程：［第１回］尿前の関→小深沢→大深沢（宮城オルレ・鳴子温泉
　　　　　　　　　コースの一部）
　　　　 ［第２回］池月道の駅→荒雄川神社→小黒ヶ崎→美豆の小島

会　　場：旧有備館および庭園
開館時間：午前９時～午後５時（　 午後４時30分）
休 館 日：月曜（祝日の場合は翌日）
入 館 料：　　   一般 300円／高校生 200円／小・中学生 150円
　 　 　　　　   一般 350円／高校生 260円／小・中学生 180円

9月30日
まで

10月1日
から

最終
入館

奥の細道・出羽街道を
往来した人々

奥の細道330年記念
PRキャラバン隊がやってくる！

令和元年9月18日～11月10日水 日企 画 展

（予定）

10月26日土基調講演

会　場：岩出山公民館（スコーレハウス）２階  研修室
『おくのほそ道』岩出山～中山越

「パタ崎さん」と「ねじりほんにょ」も
  遊びに来るよ！

小雨決行

― 特 集 出羽街道玉造五駅パネル展―

有備館まつり
９月７日土
午前９時～午後８時（入館無料）



［第１回］10月11日（金）集合：9時15分（鳴子峡レストハウス）
［第２回］10月30日（水）集合：9時15分（池月道の駅）

小雨決行

出羽街道の旧道をあるこう！

中山宿駅跡全景

　岩出山を通る主要街道「出羽街道（中山越）」・「上街道」は、元禄２年に芭
   ば  しょう

蕉と曾
そ

良
ら

が「おくのほそ道」の
旅に通行した街道として知られ、現在はその一部が「歴史の道」として国の指定を受けています。
　出羽街道には宿駅と尿前番所が置かれ、伝馬の制度も整備されていました。参勤交代の行列が通ること
のない脇街道でしたが、芭蕉をはじめ、さまざまな人々が街道を往来し、それぞれにドラマを生みました。
本企画展では、出羽街道を通った人々の姿などを取り上げ、当時の鳴子・岩出山地域が他地方とどのように
結びついていたのかを紹介します。

  「南部道　はるかに見やりて　岩手の里に泊る」
松尾芭蕉と曾良は、５月１４日に一関を出立し上街道を通っ
て、「いわての里」（岩出山）に到着、一宿。15日は出羽国を
目指し岩出山を出発、
小黒崎・美豆の小島を
過ぎて尿前の関へ向か
います。陸奥国から出
羽国へ、奥の細道の旅
の転換点となる２日間
を資料から追ってみま
しょう。

芭蕉「奥の細道」と出羽街道
　出羽街道を旅する人々はどんな目的でここを通ったので
しょうか。仙台藩主の巡見、岩出山伊達家当主や家中の廻村
があり、庶民にとっては湯治と参詣の旅が主でした。静かな
農村が多かった出羽街道
沿線ですが、鉱山が開発
されると役人の往来も増
え、幕末には戦

いくさ

に向かう
兵士の姿が見られたはず
です。「街道を往来した
人々」の視点から地域の
姿を探ります。

出羽街道（中山越）を往来した人々

　出羽街道は、吉岡宿で奥州街道から分岐し、岩出山を通って出羽国
まで行く街道で、六つの宿駅が置かれ、尿前には国境を護る仙台藩の
番所がありました。玉造郡内の岩出山・下宮・鍛冶谷沢・尿前・中山の
五つの宿駅について記録と現地調査の結果を紹介します。

出羽街道・玉造五駅 パネル展

関 連 事 業

奥の細道・出羽街道を往来した人々
― 特 集 出羽街道玉造五駅パネル展―

令和元年度 有備館秋季企画展

茶亭を「芭蕉庵」に見立て、松尾芭蕉の衣装を
着て記念撮影！     
時　間：①午前11時～12時　②午後２時～３時

 企画展開催中の土・日・祝日に実施

松尾芭蕉になろう!

10月26日（土）午前10時～基 調 講 演
『おくのほそ道』岩出山～中山越

会　場：岩出山公民館（スコーレハウス）２階  研修室
料　金：無　料
定　員：100名

 講　師　山形県立米沢女子短期大学  非常勤講師   梅津　保一 氏

定　員：各回20名（要事前申込・応募多数の場合は抽選）
参加費：300円（保険料・資料代）
申　込：9月30日（月）まで
　　　　文化財課（TEL 0229-72-5036）
　　　　へ電話で申込
行　程（予定）：

［第1回］尿前の関 → 小深沢 → 大深沢（宮城
　　　　オルレ・鳴子温泉コースの一部）
［第2回］池月道の駅 → 荒雄川神社 → 小黒ヶ崎
　　　　→ 美豆の小島 美豆の小島

松尾芭蕉が辿ったであろう旧道や歌枕となった地をめぐります。

 トレッキングに適した服装・靴・帽子・汗拭きタオル・雨具をご用意ください。

『曾良旅日記』より岩出山部分
『本陣宮本屋吉兵衛家作絵図』




